


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ＰＰ １－マテ 海ｑ､ｌｒ グ丹､ＯＳ．●p
ｌ
蒋迦選挙制の笑施・大衆選挙の災現に対応する無股政党の結成は、日本農民組合の提識による無産政党組織準伽
委員会によってなされた。一九二五年一二月一日結成の農民労伽党（結党式後二○分で結社禁止）がそれである。
政治研究会における無産政党の結成雅備は、この農比労働党形成史の一端をなすものであった。したがって、政
淌研究会における無産政党党榊造の榊想は、幾氏労仙党の党榊造を評価する視点から意味づけられなければならな
黍らかの111｛か貝に、場機り結会、１]１合榊で成
に政体もの｜よさ
お浦）川、Ｉ１Ｉｌなれ
ぃ１リトＭＭ力Ⅱ趣くた
て兜ＩｌｉｌｌｌｌＭが、農
も会に組切農民
、にす今実氏労
地おる各な労働
力いかＩ２１１ｊＵ勘党
協て、の心党の識、両組をを党会地；背織侍形構
の力の内た成造
ii1i文折でれしは
勅部衷、てた、
襄蔑權蔑Ⅷ洞
・のすさ。政人
右巡るれ政党単対排かるｉｎ組位
立がでべ研微、
２，iiRノポ禦辮Ｍ１
翼微か産に委巾
を｜;!れ政お１１心ｊｌｌ胎少党い会主
うしなのてに義
結ｌＩＩｉか脱はお￣
采想れ約特いのとに内草にて支
なつ゛部；憐そＩ土部
りな抗｝こう、機
、が小おで政櫛
どつをけあ１台をちて紙るつ研韮
らし】験文た究底
のたし部が会と
場よな規、｜こす
合うけ定無おる
もにれを藤けも
災、ぱ、政るの
際力!（なイｌｉｌｌ党とで
迦雄ら人組同あ
劫政な力Ⅱ微じつ
上党かｌＭｌｉＩＩｉよた
の組つIliIl（'Ｎｉう゜
抗’1M’たに委にそ
譲Mig想史淫
い
◎
会迦吻」瞬波文Ⅳ、三五七ページ）。
政沿研究会における「大衆政党」の栂恕
一一一一一一
の「文部」は、せいぜい一三ないし一五を数えるにすぎなかった。しかも、これらの「文部」はすぺて、「あかつき」「ほ
の低」「社会主義協会」などという独日の呼称を付っところの「クフプ」であり「茶話会」であった（片山満『Ⅱ水の社
五
、
む
す
び
＿二’４
￣奇－戸一W－－－パマドーーー､'戸(円７Ｗ■▼P寺191し ,１．、ﾛ，
、とlilliilliiliill;し張鑿lIMii淡
党とさ力Ⅱに委よかの否ルリ党た
のいれＭＭＩＫｌ貝うし。定、な、
iiiii蝋繍鑑iiilili1i
会、らるをにさ浮れ極団ｿﾘｲﾘﾄ
鳴結、司避あれびに的休テス先け局i、素１Ｍ套告畠罷M1サガ念るこ人一うが木てて定制ソ光’'１ヨの１Ｍのとら茂き、しのツ型心萸ﾊﾞﾘ位”意、三て以、カル「のと政避、規図そ即い＿こそ味ア火し
:菱lill1鰡裏雲態；lijiiliiili意臘灘＆“Mliiilli＃譽譲ji驫
隣灰洲藥曾燗撞11羨馴,（
決る米でに〃と、っ組Ｌが）ｌ１ｉ
茄新のあおはでよた５今と懲政
しし無つし、、はD・。￣主い識党
てい産たて佃なＩＥ体う’'１り靴
い党階゜は人か要の政に細
るｉｉ'ｆ級ま、力１１ろな組胎迫ｉＩＩｉ
の造のた趣１１Ｍうこ職研究ｌＩｌｌｉ
での政、拳｛lillかと母究さ委あ型党と区と゜は胎会オＬｌｌ
るをののⅡｉいす、楠のて会
・ハリな委位うなこ戒「いに
造か且の紺われヒイたお
しで会文織ちまとッ゜い
たそや１１１１原、でい社そて
もの、釦理一行う会しも
のま無繊の九なイ民て、
でま産を採二つギ主、ＩＦ
あモ政忌用五てり党艇イ
つデ党避で年きス型氏ツ
ーたルル|［す‐は九大労無労社
＝゜に織る１７月分働脈伽会三ｔ：辮ＥｊＭ錨蔓糾ても委に社沿’'１無形、党
、のｆ」よ会研か産成司型ｊｌ＆が会つ氏究ら政の佃の氏なにて主会、党榊人大
として表面化していた。政治研究会と無産政党組織碓伽委貝会においては、理念的、実践的という二麺の意味で、
文部機榊が切災な関心の対象となっていたのである。一九二○年代、辨通選挙制皮災施という岩槻的条件が与えら
れている状況にあっては、それに適応して形成される労伽者・農民の党は、必然的に支部機榊を備え、「大衆政党」
（１）
を士心向するヅｂのであった。
rWYWvPwF甲pFZ:… ｡.･･寸鈩,ｻﾃｰ.､苗一Ｆq「し ■■■■■■■■■■■■■■■~了－丁
性の護抑であろう。
以上においては、
政治研究会における「大衆政党」の榊想
一
三
四
とのような経過は、わが国における大衆政党の形成が、あれこれの、いわゆる大衆政党の型なるものへの帰着を
許さないほど、独脚的であり刎造的なものであったことを示している。われわれが政桁研撫筌における無廠政党結
成雌伽を含む農比労働党の形成過侃で、何よりも論、し、誹価すべきは、このような逸榊造樅築過職における創意
以
上
に
お
い
て
は
、
分
析
対
象
が
、
農
民
労
働
党
の
形
成
過
腿
、
そ
れ
も
、
そ
の
前
半
の
部
分
に
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
形
成
さ
（３）
れ大大衆政党におけるリーダーシッ．フ所在の状況を確かめるという肌味ある川越点を追究することはⅢ来なかっ
た。鵬凡労働党が禁止されたあと、再び無服政党の結成が試みられ、折しい階構造の柵築がた・右各派の立場から
すすめられることになる。その緋果、一九二六年中には、労働農民党、社会民衆党、日木労農党という無産政党三
派の原型が確立されるに至る。わが国における大衆政党内リーダーシップ所在状況の問題は、この段階ではじめて
分析可能となるであろう。
（１）十九枇紀以降、数次の遡齢法の改正とそれに仲なう大衆政治状況の腿附は、これに適応する党柵造の変醜をもたらすこ
とになった。この変貌は、「名望家政党」から「大鞭政党」への転化として定式化されている。政党論は、これまでの
「公党」規定をめぐる概念論議の段階を超克し、党構造分析を韮軸とする「大衆政党」論を展悶することになった。
この「大衆政党」論の系湘においては、社会民主主義政党は、「文部の社会主義政党」として、。Ｉカスの紳部政党」
「細胞の共沌党」「戦隊のファシスト党」に対趣されている（冨・、ロ剣の侭§勺・員８］国外】・の即昏の】吋○Ｈ恩日悩回・口：』
し、爵［目口仔の嵩８．３の月Ｐ巳段‐□’５。あるいは、砿会労働党の脂卿椛の下で「投卿凹川代川機関」として機能す
る「無倣労働の巨大な貯蔵叩」としての支部組織が、その悩造的特質として州揃されている（”・円・旨。【の：⑪国叺蝕の・け
弓・］嵐８－勺日國・の鞆昏のロ艇氏ず息・ロ・【勺・司閂鼻匡口岳①○・コの。…蔑ぐ：且ぽず・日勺貝ｑ・巳３℃・曲、．□．、忠）。
もっとも、デニヴェルジェの場合、「大衆政党」とは社会民主主義政党の別名にほかならないが、マッヶンジーの勘合、
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（３）大衆政党論の系譜においては、党下部機構の充実に伴なう党内リーダーシップ所在状況をめぐるオストロゴルスキーｉ
⑪
ウ
エ
ル
の
論
争
が
核
心
的
な
迫
死
点
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
脚
Ⅲ
党
の
パ
ー
、
ミ
ン
ガ
ム
。
コ
ー
カ
ス
以
降
、
「
選
挙
さ
れ
た
代
織
輿
に
対する遡齢Ⅸ党による一般的岬税制」が絲迦的となっており、選齢民一般に対して洸務を負うぺきという識会制出兆兆義が
破
壊
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
オ
ス
ト
回
ゴ
ル
ス
キ
ー
の
問
凹
提
起
で
あ
っ
た
。
ロ
ゥ
エ
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
オ
ス
ト
〃
ゴルスキーの恐れ」は化愛であったｃ識会党に対する訓－カスのコント〃－ルは、はっきりと失敗したのであった。（氏・
旨ｏ屍の§の》・勺・、斧．．ｇ・ｍｌｓ）
オストＭゴルスキーー〃ウエルの論争は、Ｒ・、、、ヘルスの「駆頭制の鉄則」の鱗だと、この副砧川」に対するデュヴェ
ルジぞマッケンジーの対立した理解という形で、今日も続けられていると見るぺきであろう。
（２）デニヴニルジェは、ソフンス社会党を、入党申込秘にサインし、党災を払い、加川的に地力支部の災会に川席する個灯
の党貝によって椛成されている「直撰的な党」であるとして、労働組合・協川組合・知識人グループなどによって柵成さ
れている「川撰的な党」としてのイギリス労働党と区別している（ロ日⑦碕図。ｂ・日什．．□．⑪）。同じ鮫な視点での、ドイ
ツ社会民主党とイギリス〃働党との比較としては、㈲・ゴ「の脚けＢＢ９．勺◎列ｎ日行。【倖の博詮◎日烈月ｑ》Ｈ＠Ｂ・・厩勺・円・が
ある。
「大衆政党」としての党柵避の側面では労働党も保守党§全く何仇とされる、というような「大衆政党」概念をめぐる理
解の迷いがある。しかし、一応は「大衆政党」を、大衆遡粘に対応する支部糾織という柵造的特虹にわいて捉えることが
たい。
可能であろう。
このような、作業仮説的意義を持つ理念型としての大衆政党概念の使川が、レーニンの社会民主主義論による、リーダ
ーの指導理念からする社会民主主義政党分析の方法と、どのようにかかりあうかについては、別の機会に論じることとし
政治研究会における「大衆政党」の櫛恕
〔付記〕以上で便川した資料の多くは、法政大学大原社会問題研究所所蔵のものである。
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